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が
協
力
し
た
海
外
留
学
支
援
を

着
実
に
実
施
す
る
こ
と
。

▪
産
後
ケ
ア
体
制
の
支
援
強
化

を
求
め
る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

次
の
項
目
の
実
現
を
強
く
求
め

る
。
⑴「
妊
娠
・
出
産
包
括
支
援

モ
デ
ル
事
業
」
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
。そ
の
上
で
、本
事
業

の
成
果
を
速
や
か
に
検
証
し
、

全
国
の
自
治
体
で
円
滑
に
産

前
・
産
後
の
支
援
、特
に
産
後
ケ

ア
を
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
。
⑵
モ
デ
ル
事
業
の

展
開
に
当
た
っ
て
は
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
、
産
後
ケ
ア
が

受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
な
い
よ

う
、
利
用
者
負
担
軽
減
策
を
同

時
に
実
施
す
る
こ
と
。
⑶
単
な

る
家
事
支
援
で
は
な
く
、
出
産

後
の
母
子
の
心
と
体
の
適
切
な

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
産

後
ケ
ア
を
担
う
人
材
育
成
を
目

的
と
し
た
研
修
を
行
う
こ
と
。

▪
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害

に
対
し
、
本
格
的
な
対
策
を
求

め
る
意
見
書

　

日
本
列
島
は
こ
の
夏
も
台
風

や
記
録
的
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
各

地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
地
震
、
津
波
、
火
山
の
危

険
な
ど
、
日
本
の
ど
の
地
域
も

災
害
と
は
決
し
て
無
縁
で
は
な

い
。
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
台
風

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
が
、
災
害

に
よ
る
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
、
国
・
自
治
体
は
、
今
ま

で
の
教
訓
に
立
っ
て
国
土
と
地

域
の
危
険
箇
所
な
ど
を
総
点
検

し
、
本
格
的
な
対
策
に
全
力
を

挙
げ
る
こ
と
が
急
が
れ
る
。
よ

っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
、

政
府
及
び
東
京
都
に
対
し
、
異

常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
に
対

し
国
土
と
地
域
の
危
険
箇
所
な

ど
を
総
点
検
し
、
本
格
的
な
対

策
に
全
力
を
挙
げ
る
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

ー
ブ
）
」
の
根
絶
に
向
け
た
総

合
的
な
対
策
の
強
化
を
求
め
る

意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶
に
向
け

た
総
合
的
な
次
の
対
策
を
強
化

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
⑴

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
含
む
国
内

外
の
販
売
・
流
通
等
に
関
す
る

実
態
調
査
及
び
健
康
被
害
と
の

因
果
関
係
に
関
す
る
調
査
研
究

の
推
進
、
人
員
確
保
を
含
め
た

取
り
締
ま
り
態
勢
の
充
実
を
図

る
こ
と
。
⑵
簡
易
鑑
定
が
で
き

る
技
術
の
開
発
を
初
め
鑑
定
時

間
の
短
縮
に
向
け
た
研
究
の
推

進
、
指
定
薬
物
の
認
定
手
続
の

簡
素
化
を
図
る
こ
と
。
⑶
薬
物

乱
用
や
再
使
用
防
止
の
た
め

に
、「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」の
危
険

性
の
周
知
及
び
学
校
等
で
の
薬

物
教
育
の
強
化
、相
談
体
制
・
治

療
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

▪
奨
学
金
制
度
の
充
実
を
求
め

る
意
見
書

　

本
市
議
会
は
、政
府
に
対
し
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
若
者
が
、

家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
安
心
し
て
学
業
に
専
念
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す

る
。
⑴
高
校
生
を
対
象
と
し
た

給
付
型
奨
学
金
制
度
は
拡
充
を

行
い
、
大
学
生
な
ど
を
対
象
と

し
た
給
付
型
奨
学
金
制
度
を
早

期
に
創
設
す
る
こ
と
。
⑵
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
実
施
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
収
入
が
一
定
額
を
超

え
た
場
合
に
、
所
得
額
に
応
じ

た
返
還
額
を
、
課
税
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
て
返
還
が
で
き
る
所
得

連
動
返
還
型
の
奨
学
金
制
度
を

創
設
す
る
こ
と
。
⑶
授
業
料
減

免
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
無

利
子
奨
学
金
を
よ
り
一
層
充
実

さ
せ
る
こ
と
。
⑷
海
外
留
学
を

希
望
す
る
若
者
へ
の
経
済
的
支

援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
官
民

広
く
国
民
に
広
め
、
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
の
手
話
に
よ
る
情
報
の

提
供
・
獲
得
が
行
わ
れ
、
聞
こ

え
な
い
子
ど
も
が
手
話
を
身
に

つ
け
、
手
話
で
学
べ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
手
話
を
言
語

と
し
て
普
及
、
研
究
す
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
整
備
を
目
的
と

し
た
「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」

を
制
定
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

▪
地
方
税
財
源
の
拡
充
に
関
す

る
意
見
書

　

真
の
分
権
型
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
国
と
地
方
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
、
地
方
が

そ
の
責
任
と
権
限
に
応
じ
た
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
地
方
税

財
源
の
拡
充
を
図
る
必
要
が
あ

る
。
近
年
の
税
制
改
正
で
導
入

さ
れ
た
地
方
法
人
特
別
税
及
び

地
方
法
人
特
別
譲
与
税
、
地
方

法
人
税
の
よ
う
に
、
地
方
固
有

の
税
を
地
方
間
の
財
源
調
整
に

用
い
る
よ
う
な
対
応
は
、
厳
に

慎
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

政
府
に
対
し
、
法
人
実
効
税
率

の
引
き
下
げ
を
行
う
場
合
に

は
、国
の
責
任
に
お
い
て
確
実

な
代
替
財
源
を
確
保
す
る
な

ど
、
全
て
の
地
方
自
治
体
の
歳

入
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う

万
全
の
対
応
を
行
う
と
と
も

に
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
地
方

の
課
税
自
主
権
に
基
づ
く
超
過

課
税
の
実
施
に
関
し
て
は
、
あ

く
ま
で
も
地
方
自
治
体
の
判
断

が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
ま

た
、
地
方
税
の
根
本
原
則
を
ゆ

が
め
る
地
方
法
人
特
別
税
・
地

方
法
人
特
別
譲
与
税
と
法
人
住

民
税
の
国
税
化
を
直
ち
に
撤
廃

し
て
地
方
税
と
し
て
復
元
し
、

地
方
が
担
う
権
限
と
責
任
に
見

合
う
地
方
税
財
源
の
拡
充
と
い

う
本
質
的
な
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
を
強
く
要
請
す
る
。

▪
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
（
脱
法
ハ

※
以
上
６
件
の
決
算
議
案
に
つ

い
て
は
３
面
に
関
連
記
事

そ
の
他

◆
土
地
及
び
建
物
の
売
払
い
に

つ
い
て

　

旧
三
鷹
市
民
保
養
所
と
し
て

使
用
し
て
い
た
土
地
及
び
建
物

の
公
有
財
産
の
処
分
を
行
う
も

の
で
す
。
売
払
い
予
定
価
格
は

２
億
４
千
200
万
８
円
で
、
売
払

い
の
相
手
方
は
、
神
奈
川
県
足

柄
下
郡
湯
河
原
町
所
在「
有
限

会
社
ゆ
が
わ
ら
」で
す
。

を
２
千
21
万
２
千
円
、
そ
れ
ぞ

れ
増
額
し
ま
す
。

た
市
内
農
業
者
に
対
し
て
、
一

戸
当
た
り
３
万
円
の
見
舞
金
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。
諸
支
出

金
で
は
、
都
市
計
画
道
路
代
替

用
地
取
得
事
業
費
３
億
２
千
585

万
８
千
円
の
計
上
で
す
。
都
市

計
画
道
路
３
・
４
・
13
号
（
牟

礼
）の
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

事
業
用
地
の
代
替
地
を
取
得
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
入
予
算
で
は
、
市
税
で
、

法
人
市
民
税
を
15
億
円
増
額
し

ま
す
。
都
支
出
金
で
は
、
１
点

目
は
、
地
域
開
放
型
事
業
所
内

保
育
施
設
支
援
事
業
費
補
助
金

２
千
330
万
円
、
２
点
目
は
、
小

規
模
保
育
整
備
促
進
支
援
事
業

費
補
助
金
１
千
500
万
円
の
計
上

で
、
い
ず
れ
も
民
生
費
の
地
域

型
保
育
施
設
整
備
事
業
費
の
財

源
と
す
る
も
の
で
す
。
３
点
目

は
、
東
京
都
農
業
構
造
改
革
支

援
事
業
費
補
助
金
314
万
７
千
円

の
計
上
で
、
農
林
費
の
農
地
台

帳
シ
ス
テ
ム
関
係
費
の
財
源
と

し
て
、
事
業
費
と
同
額
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。
財
産
収
入
で

は
、
土
地
売
払
収
入
を
３
億
２

千
585
万
８
千
円
増
額
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
諸
支
出
金
の
都
市
計

画
道
路
代
替
用
地
取
得
事
業
費

の
財
源
と
す
る
も
の
で
す
。
諸

収
入
で
は
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

補
助
金
収
入
２
千
407
万
７
千
円

の
計
上
で
す
。
こ
れ
は
、
総
務

費
の
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業

費
の
財
源
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
繰
入
金
に
お
い

て
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

繰
入
金
を
448
万
８
千
円
、
繰
越

金
に
お
い
て
、
前
年
度
繰
越
金

る
と
と
も
に
、
経
費
の
削
減
を

図
る
も
の
で
す
。
２
点
目
は
、

ま
ち
づ
く
り
施
設
整
備
基
金
積

立
金
の
増
額
15
億
322
万
円
で

す
。平
成
26
年
度
の
法
人
市
民

税
に
お
い
て
15
億
円
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
平
成

25
年
度
末
に
は
322
万
円
の
土
木

費
寄
附
金
が
あ
っ
た
た
め
、
三

鷹
駅
南
口
の
駅
前
再
開
発
や
庁

舎
建
て
替
え
な
ど
、
今
後
の
都

市
再
生
の
重
要
課
題
へ
の
取
り

組
み
を
見
据
え
て
積
立
て
を
行

う
も
の
で
す
。
民
生
費
で
は
、

１
点
目
は
、
健
康
福
祉
基
金
積

立
金
の
増
額
１
万
円
で
す
。
こ

れ
は
、
平
成
25
年
度
末
に
あ
っ

た
民
生
費
寄
附
金
相
当
額
の
積

立
て
を
行
う
も
の
で
す
。
２
点

目
は
、
地
域
型
保
育
施
設
整
備

事
業
費
３
千
840
万
円
の
計
上
で

す
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
施
行
に
合
わ
せ
て
、

市
内
に
地
域
開
放
型
事
業
所
内

保
育
施
設
と
小
規
模
保
育
施
設

を
開
設
す
る
事
業
者
に
対
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
で
す
。
農

林
費
で
は
、
１
点
目
は
、
農
地

台
帳
シ
ス
テ
ム
関
係
費
314
万
７

千
円
の
計
上
で
す
。
こ
れ
は
、

農
地
法
の
改
正
に
伴
い
、
農
業

委
員
会
に
農
地
台
帳
の
作
成
が

義
務
付
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
開
発
に
係
る
経

費
を
計
上
す
る
も
の
で
す
。
２

点
目
は
、
降
ひ
ょ
う
農
作
物
被

害
見
舞
金
支
給
事
業
費
261
万
円

の
計
上
で
す
。
平
成
26
年
６
月

24
日
の
未
曽
有
の
降
ひ
ょ
う
に

よ
り
、
農
作
物
に
被
害
を
受
け

市
長
提
出
議
案

条
　
例

◆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等

に
基
づ
く
事
業
の
運
営
及
び
設

備
の
基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の

制
定
に
伴
い
、
保
育
の
必
要
性

の
認
定
を
行
う
場
合
の
事
由
を

定
め
る
と
と
も
に
、
規
定
を
整

備
す
る
も
の
で
す
。
保
育
の
必

要
性
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
就
学
前
子
ど
も
の
保
護
者

の
い
ず
れ
も
が
、
１
月
（
ひ
と

つ
き
）
に
お
い
て
48
時
間
以
上

労
働
す
る
こ
と
を
常
態
と
す
る

こ
と
及
び
規
則
で
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
内
閣
府
令
で
定
め
る

事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 可

決
し
た
議
案

第
３
回
定
例
会

補
正
予
算

◆
平
成
26
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
19
億
１
千
608
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
684
億
９

千
261
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

補
正
の
内
容
は
、
歳
出
予
算

に
お
い
て
、
総
務
費
で
は
、
１

点
目
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修

事
業
費
の
増
額
４
千
283
万
７
千

円
で
す
。
こ
れ
は
、
本
庁
舎
の

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換

し
、
使
用
電
力
の
削
減
に
よ
り

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
抑
制
す

◆
平
成
26
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
４
千
779
万
６
千
円
を

追
加
し
、
総
額
を
117
億
４
千
365

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
平
成
25
年
度
の
保
険
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、
国
、
支

払
基
金
、
東
京
都
、
三
鷹
市
が

そ
れ
ぞ
れ
財
政
負
担
す
べ
き
額

を
、
負
担
ル
ー
ル
に
従
っ
て
精

算
す
る
も
の
で
す
。

決
　
算

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
介
護
サ

ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

◆
平
成
25
年
度
三
鷹
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
員
提
出
議
案

意
見
書

▪
「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」
の

早
期
制
定
に
関
す
る
意
見
書

　

２
０
０
６
年
（
平
成
18
年
）

12
月
に
採
択
さ
れ
た
国
連
の
障

害
者
権
利
条
約
に
は
、
「
手
話

は
言
語
」
で
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
障
害
者
権

利
条
約
の
批
准
に
向
け
て
日
本

政
府
は
国
内
法
の
整
備
を
進

め
、
２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）

８
月
に
成
立
し
た
「
改
正
障
害

者
基
本
法
」
で
は
「
全
て
障
害

者
は
、可
能
な
限
り
、言
語
（
手

話
を
含
む
。）そ
の
他
の
意
思
疎

通
の
た
め
の
手
段
に
つ
い
て
の

選
択
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
年
１

月
20
日
に
日
本
で
も
障
害
者
権

利
条
約
の
批
准
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
批
准
を
よ
り
確
固
た
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
「
手
話
言

語
法（
仮
称
）」
制
定
を
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。
よ
っ
て
、
本
市
議

会
は
、国
会
及
び
政
府
に
対
し
、

手
話
が
音
声
言
語
（
日
本
語
）

と
対
等
な
言
語
で
あ
る
こ
と
を

照明のLED化を実施する市役所本庁舎


